
　マイナンバーは一
ひと

人
り

ひとりに一
ひと

つだけの番
ばん

号
ごう

で、役
やく

所
しょ

などでの手
て

続
つづ

きに必
ひつ

要
よう

となる大
たい

切
せつ

なものです。 
　例

たと
えば、次

つぎ
のような時

とき
に使

つか
います。

① 年
ねん

金
きん

を受
じゅ

給
きゅう

しようとするときに年
ねん

金
きん

事
じ

務
む

所
しょ

にマイナンバーを提
てい

示
じ

② 健
けん

康
こう

保
ほ

険
けん

を受
じゅ

給
きゅう

しようとするときに健
けん

康
こう

保
ほ

険
けん

組
くみ

合
あい

にマイナンバーを提
てい

示
じ

③ 毎
まい

年
とし

６月
がつ

に児
じ

童
どう

手
て

当
あて

の現
げん

況
きょう

届
とどけ

を出
だ

すときに市
し

町
ちょう

村
そん

にマイナンバーを提
てい

示
じ

④ 所
しょ

得
とく

税
ぜい

及
およ

び復
ふっ

興
こう

特
とく

別
べつ

所
しょ

得
とく

税
ぜい

の確
かく

定
てい

申
しん

告
こく

をするときに税
ぜい

務
む

署
しょ

にマイナンバーを提
てい

示
じ

● マイナンバーを不
ふ

正
せい

に利
り

用
よう

されないため、必
ひつ

要
よう

がな
ければほかの人

ひと
にあなたのマイナンバーを教

おし
えない

でください。
● 中

ちゅう
長
ちょう

期
き

在
ざい

留
りゅう

者
しゃ

や特
とく

別
べつ

永
えい

住
じゅう

者
しゃ

などの外
がい

国
こく

人
じん

も対
たい

象
しょう

で
す。

● 個
こ

人
じん

番
ばん

号
ごう

カードがもらえます。
● 「個

こ
人
じん

番
ばん

号
ごう

カード」には、マイナンバーが書
か

いてあり、
身
み

分
ぶん

証
しょう

明
めい

書
しょ

にもなります。
● 「個

こ
人
じん

番
ばん

号
ごう

カード」をもらうためには「通
つう

知
ち

カード」
と一

いっ
緒
しょ

に届
とど

いた申
もうし

込
こみ

書
しょ

に必
ひつ

要
よう

なことを書
か

いて送
おく

り返
かえ

してください。 
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マイナンバー（社
し ゃ

会
か い

保
ほ

障
しょう

・税
ぜ い

番
ば ん

号
ご う

）
制
せ い

度
ど

について

2 〜 3 面
めん

 北
きた

区
く

と中
ちゅう

国
ごく

北
ぺ

京
きん

市
し

西
せい

城
じょう

区
く

との交
こう

流
りゅう

事
じぎ

業
ょう

紹
しょう

介
かい

4 面
めん

 日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

室
しつ

一
いち

覧
らん

 さくらのみどころ

 お祭
まつ

り

 ボランティア募
ぼ

集
しゅう

案
あん

内
ない

分
わ

からないことがあったら
　下

か
記
き

のホームページを見
み

るか、電
でん

話
わ

をしてください。
●ホームページ

　http://www.cas.go.jp/jp/seisaku/bangoseido/index.html

●英
えい

語
ご

・中
ちゅう

国
ごく

語
ご

・韓
かん

国
こく

語
ご

・スペイン語
ご

・ポルトガル語
ご

対
たい

応
おう

　マイナンバー制
せい

度
ど

に関
かん

すること 0120-0178-26
　「通

つう
知
ち

カード」「個
こ

人
じん

番
ばん

号
ごう

カード」に関
かん

すること 0120-0178-27

（おもて）

（うら）

【個
こ

人
じん

番
ばん

号
ごう

カード】



北
きた

区
く

と北
ぺ

京
きん

市
し

西
せい

城
じょう

区
く

は、友
ゆう

好
こう

交
こう

流
りゅう

協
きょう

定
てい

に基
もと

づき、青
せい

少
しょう

年
ねん

・文
ぶん

化
か

・スポーツ等
とう

を通
とお

して交
こう

流
りゅう

を進
すす

めています。
平
へい

成
せい

26 年
ねん

度
ど

は、西
せい

城
じょう

区
く

からの文
ぶん

化
か

芸
げい

術
じゅつ

交
こう

流
りゅう

団
だん

（太
たい

極
きょく

拳
けん

・書
しょ

画
が

・中
ちゅう

国
ごく

切
き

り紙
がみ

）や政
せい

府
ふ

代
だい

表
ひょう

団
だん

の受
うけ

入
うれ

を行
おこな

い、北
きた

区
く

区
く

民
みん

ま
つりに参

さん
加
か

していただくなど交
こう

流
りゅう

を深
ふか

めました。
平
へい

成
せい

27 年
ねん

度
ど

は、北
きた

区
く

の太
たい

極
きょく

拳
けん

愛
あい

好
こう

家
か

による交
こう

流
りゅう

団
だん

（12 名
めい

）を結
けっ

成
せい

し、西
せい

城
じょう

区
く

へ派
は

遣
けん

しました。北
きた

区
く

交
こう

流
りゅう

団
だん

は、月
げつ

壇
だん

体
たい

育
いく

館
かん

において西
せい

城
じょう

区
く

体
たい

育
いく

総
そう

会
かい

武
ぶ

術
じゅつ

専
せん

門
もん

委
い

員
いん

会
かい

の方
かた

々
がた

の温
あたた

かい歓
かん

迎
げい

を受
う

け、太
たい

極
きょく

拳
けん

交
こう

流
りゅう

会
かい

を行
おこな

いました。会
かい

場
じょう

では、24
式
しき

太
たい

極
きょく

拳
けん

、42 式
しき

太
たい

極
きょく

剣
けん

、功
こう

夫
ふ

扇
せん

の合
ごう

同
どう

表
ひょう

演
えん

や、その他
た

太
たい

極
きょく

扇
せん

、太
たい

極
きょく

刀
とう

、佛
ぶつ

塵
じん

などの表
ひょう

演
えん

が繰
く

り広
ひろ

げられたほか、特
とく

別
べつ

参
さん

加
か

の陳
ちん

氏
し

太
たい

極
きょく

拳
けん

第
だい

20 代
だい

継
けい

承
しょう

者
しゃ

陳
ちん

敬
けい

東
とう

氏
し

による普
ふ

段
だん

見
み

ることができない太
たい

極
きょく

拳
けん

の表
ひょう

演
えん

を披
ひ

露
ろう

していただき、交
こう

流
りゅう

団
だん

一
いち

同
どう

感
かん

銘
めい

を受
う

けました。最
さい

後
ご

に、参
さん

加
か

者
しゃ

全
ぜん

員
いん

で北
きた

国
ぐに

の春
はる

と鉄
てつ

腕
わん

アトムを中
ちゅう

国
ごく

語
ご

により合
がっ

唱
しょう

したり、西
せい

城
じょう

区
く

から、今
こん

回
かい

の太
たい

極
きょく

拳
けん

交
こう

流
りゅう

活
かつ

動
どう

に対
たい

する記
き

念
ねん

証
しょう

書
しょ

が一
ひと

人
り

一
ひと

人
り

に手
て

渡
わた

されるなど、和
なご

やかな雰
ふん

囲
い

気
き

の中
なか

で友
ゆう

好
こう

的
てき

な交
こう

流
りゅう

を行
おこな

うことができました。
　主

おも
な交

こう
流
りゅう

内
ない

容
よう

は、下
か

記
き

のとおりです。
１．西

せい
城
じょう

区
く

月
げつ

壇
だん

体
たい

育
いく

館
かん

における太
たい

極
きょく

拳
けん

交
こう

流
りゅう

２．西
せい

城
じょう

区
く

月
げつ

壇
だん

地
ち

区
く

コミュニティセンター訪
ほう

問
もん

・交
こう

流
りゅう

３．北
ぺ

京
きん

体
たい

育
いく

大
だい

学
がく

訪
ほう

問
もん

４．西
せい

城
じょう

区
く

人
じん

民
みん

政
せい

府
ふ

表
ひょう

敬
けい

訪
ほう

問
もん

　等
とう

太
たい

極
きょく

拳
けん

交
こう

流
りゅう

大
たい

会
かい

特
とく

別
べつ

記
き

念
ねん

書
しょ

月
げつ

壇
だん

地
ち

区
く

コミュニティセンター交
こう

流
りゅう

陶
とう

然
ぜん

亭
てい

公
こう

園
えん

での朝
あさ

練
れん

北
き た

区
く

太
た い

極
きょく

拳
け ん

交
こ う

流
りゅう

団
だ ん

を派
は

遣
け ん

2015 年
ね ん

10 月
が つ

22 日
に ち

～ 10月
が つ

25 日
に ち

北
き た

区
く

と中
ち ゅ う

国
ご く

北
ぺ

京
き ん

市
し

西
せ い

城
じ ょ う

区
く

との交
こ う

流
り ゅ う

事
じ ぎ

業
ょ う

紹
し ょ う

介
か い



団
だん

員
いん

A さんの感
かん

想
そう

三
さん

泊
ぱく

四
よっ

日
か

の中
ちゅう

国
ごく

北
ぺ

京
きん

訪
ほう

問
もん

旅
りょ

行
こう

が無
ぶ

事
じ

に催
さい

行
こう

されました。
北
きた

区
く

役
やく

所
しょ

の関
かん

係
けい

者
しゃ

の方
かた

々
がた

および北
ぺ

京
きん

市
し

西
せい

城
じょう

区
く

の関
かん

係
けい

者
しゃ

の方
かた

々
がた

に心
こころ

より御
お

礼
れい

申
もう

し上
あ

げます。ありがとうござ
います。

先
ま

ず期
き

間
かん

中
ちゅう

、好
こう

天
てん

に恵
めぐ

まれたことは本
ほん

当
とう

にラッキー
でした。寒

さむ
さ対

たい
策
さく

、排
はい

ガス対
たい

策
さく

等
とう

も青
あお

空
ぞら

のもと杞
き

憂
ゆう

に
終
おわ

わりました。
区
く

役
やく

所
しょ

政
せい

府
ふ

間
かん

の交
こう

流
りゅう

事
じ

業
ぎょう

ということで、すべての点
てん

において北
きた

区
く

および西
せい

城
じょう

区
く

の最
さい

高
こう

のご配
はい

慮
りょ

をいただき、
大
たい

変
へん

快
かい

適
てき

で楽
たの

しく有
ゆう

意
い

義
ぎ

な旅
りょ

行
こう

になりました。
西
せい

城
じょう

区
く

の体
たい

育
いく

館
かん

における交
こう

流
りゅう

セレモニーは、緊
きん

張
ちょう

の
内
うち

、厳
げん

粛
しゅく

に行
おこな

われ、また、初
はじ

めて合
ごう

流
りゅう

したとは思
おも

えな
いほど見

み
事
ごと

にそろった両
りょう

区
く

民
みん

の太
たい

極
きょく

拳
けん

の演
えん

舞
ぶ

をたくさ
ん見

み
ることができました。全

ぜん
参
さん

加
か

者
しゃ

による「北
きた

国
ぐに

の春
はる

」
「鉄

てつ
腕
わん

アトム」の合
がっ

唱
しょう

、お土
み

産
やげ

の交
こう

換
かん

などもあり、和
わ

気
き

あいあいと本
ほん

来
らい

の市
し

民
みん

同
どう

士
し

の交
こう

流
りゅう

が行
おこな

われたと感
かん

じま
した。

月
げつ

壇
だん

街
かい

道
どう

コミュニティセンターでも熱
ねつ

烈
れつ

な歓
かん

迎
げい

を受
う

け、太
たい

鼓
こ

の練
れん

習
しゅう

に参
さん

加
か

したり、図
と

書
しょ

館
かん

や卓
たっ

球
きゅう

練
れん

習
しゅう

を見
けん

学
がく

し、市
し

民
みん

の方
かた

々
がた

と直
ちょく

接
せつ

接
せつ

することができました。
国
こく

立
りつ

北
ぺ

京
きん

体
たい

育
いく

大
だい

学
がく

の見
けん

学
がく

においては、貴
き

賓
ひん

室
しつ

で
の歓

かん
迎
げい

とご説
せつ

明
めい

にびっく

交
こ う

流
りゅう

団
だ ん

員
い ん

の感
か ん

想
そ う

紹
しょう

介
か い

り致
いた

しました。先
せん

生
せい

による大
だい

学
がく

内
ない

のご案
あん

内
ない

は、夕
ゆう

方
がた

で
お忙

いそが
しい中

なか
にもかかわらず、驚

おどろ
くほど広

こう
大
だい

な構
こう

内
ない

と充
じゅう

実
じつ

した施
し

設
せつ

をバスでご引
いん

率
そつ

ご説
せつ

明
めい

下
くだ

さり、スポーツに
かける中

ちゅう
国
ごく

政
せい

府
ふ

の意
い

気
き

込
ご

みを感
かん

じました。この国
くに

の選
せん

手
しゅ

と競
きそ

う日
に

本
ほん

選
せん

手
しゅ

の健
けん

闘
とう

と大
たい

変
へん

さを改
あらた

めて思
おも

いました。
「チャンピオンの道

みち
」と「福

ふく
原
はら

愛
あい

の卓
たっ

球
きゅう

台
だい

」は印
いん

象
しょう

に強
つよ

く残
のこ

っています。その後
ご

「太
たい

極
きょく

拳
けん

用
よう

具
ぐ

専
せん

門
もん

店
てん

街
がい

」にも
ご案

あん
内
ない

いただき感
かん

謝
しゃ

に耐
た

えません。

交
こう

流
りゅう

団
だん

長
ちょう

の感
かん

想
そう

このたびの交
こう

流
りゅう

がどうなるか心
しん

配
ぱい

でしたが、職
しょく

員
いん

の
皆
みな

さま及
およ

び団
だん

員
いん

の協
きょう

力
りょく

にて良
よ

い成
せい

果
か

が上
あ

がり、有
ゆう

意
い

義
ぎ

な 4
よっ

日
か

間
かん

となりました。
太
たい

極
きょく

拳
けん

交
こう

流
りゅう

は、先
せん

生
せい

との再
さい

会
かい

、そして共
とも

に表
ひょう

演
えん

でき、
涙
なみだ

が出
で

てしまいました。感
かん

涙
るい

おさえがたき思
おも

いでした。
ただ、共

きょう
演
えん

では、太
たい

極
きょく

拳
けん

の神
しん

髄
ずい

に触
ふ

れ、一
いっ

歩
ぽ

上
じょう

達
たつ

した感
かん

覚
かく

になりました。
中
ちゅう

国
ごく

チームの気
き

迫
はく

を体
からだ

で
受
う

け、感
かん

化
か

感
かん

応
のう

した思
おも

い
でした。

団
だん

員
いん

C さんの感
かん

想
そう

大
たい

変
へん

大
たい

変
へん

お世
せ

話
わ

になりました。中
ちゅう

国
ごく

方
がた

、担
たん

当
とう

課
か

の皆
みな

様
さま

、通
つう

訳
やく

さん、団
だん

員
いん

の皆
みな

さま、本
ほん

当
とう

にありがとうござ
いました。

交
こう

流
りゅう

会
かい

の成
せい

功
こう

が何
なに

よりです。個
こ

人
じん

的
てき

にプログラムが
決
き

まってから、毎
まい

日
にち

、当
とう

日
じつ

朝
あさ

まで頑
がん

張
ば

って練
れん

習
しゅう

し、と
ても貴

き
重
ちょう

な経
けい

験
けん

になりました。合
ごう

同
どう

演
えん

目
もく

では、列
れつ

の間
あいだ

に入
はい

って並
なら

んでできたのがとても楽
たの

しかったです。太
たい

極
きょく

拳
けん

を教
おそ

わる時
じ

間
かん

がなかったのは残
ざん

念
ねん

でしたが、内
ない

容
よう

的
てき

には十
じゅう

分
ぶん

に満
まん

足
ぞく

できるものでした。

団
だん

員
いん

B さんの感
かん

想
そう

このたびは、西
せい

城
じょう

区
く

訪
ほう

問
もん

太
たい

極
きょく

拳
けん

交
こう

流
りゅう

団
だん

の一
いち

員
いん

として参
さん

加
か

させていただきありがとうございました。私
わたし

のような
70 歳

さい
過
す

ぎの太
たい

極
きょく

拳
けん

未
み

熟
じゅく

な者
もの

が参
さん

加
か

して良
い

いのか不
ふ

安
あん

で
したが、無

ぶ
事
じ

に楽
たの

しく交
こう

流
りゅう

でき、また色
いろ

々
いろ

と見
けん

聞
ぶん

させて
いただきましたこと、大

たい
変
へん

感
かん

謝
しゃ

いたしております。
西
せい

城
じょう

区
く

政
せい

府
ふ

の温
あたた

かい歓
かん

迎
げい

、市
し

民
みん

の方
かた

々
がた

と一
いっ

緒
しょ

に表
ひょう

演
えん

しました太
たい

極
きょく

拳
けん

、感
かん

無
む

量
りょう

でした。あちらの方
かた

々
がた

は、入
にゅう

場
じょう

、整
せい

列
れつ

、かけ声
ごえ

もきちんと練
れん

習
しゅう

されていたようで、
きびきびと…

私
わたし

たちも事
じ

前
ぜん

に皆
みな

ともう少
すこ

し打
うち

合
あわ

せをしておいてい
たほうがと思

おも
いました。（出

しゅっ
発
ぱつ

前
まえ

に団
だん

員
いん

12 名
めい

の交
こう

流
りゅう

、
練
れん

習
しゅう

の機
き

会
かい

が持
も

てたら
と…）言

こと
葉
ば

は通
つう

じませ
んでしたが、心

こころ
の交

こう
流
りゅう

は充
じゅう

分
ぶん

できました。



日
にち

時
じ

団
だん

体
たい

名
めい

内
ない

容
よう

形
けい

態
たい

実
じっ

施
し

場
ば

所
しょ

と連
れん

絡
らく

先
さき

水
すい

（10 時
じ

〜 12 時
じ

）
金
きん

（10 時
じ

〜 12 時
じ

）
日
に

本
ほん

語
ご

のなかま
自
じ

主
しゅ

教
きょう

材
ざい

会
かい

話
わ

レベル別
べつ

・
グループ別

べつ

個
こ

人
じん

対
たい

応
おう

場
ば

所
しょ

：中
ちゅう

央
おう

公
こう

園
えん

文
ぶん

化
か

センター
連
れん

絡
らく

：090-2562-3970　森
もり

明
あき

子
こ

　　　03-3915-0228　国
こ

府
う

田
だ

さよ子

金
きん

(13 時
じ

30 分
ぷん

〜
15 時

じ
30 分

ぷん
)

ジョイナス
日
に

本
ほん

語
ご

くらぶ
自
じ

主
しゅ

教
きょう

材
ざい

会
かい

話
わ

グループ別
べつ

個
こ

人
じん

対
たい

応
おう

場
ば

所
しょ

：北
ほく

とぴあ４階
かい

ボランティアぷらざ
連
れん

絡
らく

：090-1813-6154　高
たか

橋
はし

孝
たかし

土
ど

（第
だい

1.2.4.5）
（10 時

じ
〜 12 時

じ
）

飛
あす

鳥
か

にほんご
ファミリー

自
じ

主
しゅ

教
きょう

材
ざい

会
かい

話
わ

レベル別
べつ

・
グループ別

べつ

教
きょう

室
しつ

・個
こ

人
じん

対
たい

応
おう

場
ば

所
しょ

：北
ほく

とぴあ４階
かい

ボランティアぷらざ
連
れん

絡
らく

：03-3900-2738　鈴
すず

木
き

信
のぶ

之
ゆき

土
ど

（14 時
じ

〜 17 時
じ

）
日
に

本
ほん

語
ご

テラス
（旧

きゅう
日
に

本
ほん

語
ご

サロン）

自
じ

主
しゅ

教
きょう

材
ざい

、会
かい

話
わ

自
じ

主
しゅ

活
かつ

動
どう

（実
じっ

費
ぴ

）
全
ぜん

体
たい

場
ば

所
しょ

：北
ほく

とぴあ４階
かい

ボランティアぷらざ
代
だい

表
ひょう

者
しゃ

：宮
みや

西
にし

靖
やす

行
ゆき

連
れん

絡
らく

：090-9478-9950

　北
きた

区
く

にはたくさんの名
めい

所
しょ

があります

　その中
なか

の一
いち

部
ぶ

を紹
しょう

介
かい

します

 ・飛
あす

鳥
か

山
やま

公
こう

園
えん

　（王
おう

子
じ

1-1-3）

　ＪＲ「王
おう

子
じ

」徒
と

歩
ほ

1 分
ぷん

　都
と

電
でん

荒
あら

川
かわ

線
せん

「飛
あす

鳥
か

山
やま

」徒
と

歩
ほ

1 分
ぷん

 ・名
な

主
ぬし

の滝
たき

公
こう

園
えん

（岸
きし

町
まち

1-15-25）

　ＪＲ「王
おう

子
じ

」徒
と

歩
ほ

8 分
ぷん

 ・中
ちゅう

央
おう

公
こう

園
えん

（十
じゅう

条
じょう

台
だい

1-2-1）

　ＪＲ「十
じゅう

条
じょう

」徒
と

歩
ほ

12 分
ふん

 ・旧
きゅう

岩
いわ

淵
ぶち

水
すい

門
もん

（赤
あか

水
すい

門
もん

）付
ふ

近
きん

　ＪＲ「赤
あか

羽
ばね

」徒
と

歩
ほ

20 分
ぷん

　東
とう

京
きょう

メトロ「赤
あか

羽
ばね

岩
いわ

淵
ぶち

」徒
と

歩
ほ

15 分
ふん

 ・荒
あら

川
かわ

赤
あか

羽
はね

桜
さくら

堤
つつみ

緑
りょく

地
ち

（北
きた

区
く

赤
あか

羽
ばね

3-29 先
さき

）

　ＪＲ「赤
あか

羽
ばね

」徒
と

歩
ほ

15 分
ふん

ボランティア募
ぼ

集
しゅう

案
あ ん

内
な い

　「北
きた

区
く

国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

・協
きょう

力
りょく

ボランティア（愛
あい

称
しょう

＝ K-VOICE）」

を募
ぼ

集
しゅう

します。

　国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

・協
きょう

力
りょく

活
かつ

動
どう

に関
かん

心
しん

があり、国
こく

際
さい

化
か

関
かん

連
れん

事
じ

業
ぎょう

な

どに協
きょう

力
りょく

できる方
かた

は、下
か

記
き

へお問
と

い合
あ

わせください。

①通
つう

訳
やく

・翻
ほん

訳
やく

協
きょう

力
りょく

（何
なに

語
ご

でもかまいません）

②国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

紙
し

の編
へん

集
しゅう

協
きょう

力
りょく

③区
く

民
みん

まつり等
とう

への参
さん

加
か

・協
きょう

力
りょく

④ホームステイ受
う

け入
い

れ

日
に

本
ほ ん

語
ご

教
きょう

室
し つ

一
い ち

覧
ら ん

問
と

い合
あ

わせ先
さき

： 総
そう

務
む

部
ぶ

総
そう

務
む

課
か

総
そう

務
む

係
かかり

 （区
く

役
やく

所
しょ

第
だい

一
いち

庁
ちょう

舎
しゃ

３階
かい

４番
ばん

）

EM：kokusai-ka@city.kita.lg.jp

電
でん

話
わ

：03-3908-9308

FAX：03-3905-3423

お祭
ま つ

り
赤
あか

羽
ばね

馬
ば

鹿
か

まつり

4 月
がつ

23 日
にち

（土
ど

）24 日
にち

（日
にち

）

さくらのみどころ


